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2
0
2
6
年
、

世
界
が
平
和
を
取
り
戻
し

佳
き
年
と
な
り
ま
す
よ
う

令
和
6
年
度
決
算
審
議
報
告

特
集

決
算
審
議
の
焦
点： 

あ
な
た
の
税
金
は
ど
こ
へ
？

昨年11月の決算議会において、私は一般会計決算を承認せず（つまり反対）としました。その詳細をご報告します。

P5 物価高支援金、マイナンバーカードを持たない34 万人が受け取れない！？
P6,7 市民の声を反映した令和 8 年度予算要望を初提出しました!

P2 個人商店アンケート実施！  その施策、市民の役に立っている？ 産 業 観 光 局 決 算 報 告

P3 市民還元は4.6億円から9800万円に大幅削減  巨額のIT 化コストを考える交 通 局 決 算 報 告

今
号
の
注
目
ポ
イ
ン
ト
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京
都
市
令
和
6
年
度
の
商
工
振
興
対
策
決
算
額
は

1
3
0
5
億
円
で
し
た
。

そ
の
う
ち
、融
資
制
度
預
託
金（
金
利
を
安
く
す
る
た
め
の

銀
行
へ
の
資
金
預
託
）が
1
2
6
5
億
円
を
占
め
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
使
え
る
の
は
、差
し
引
き
お
よ
そ
40
億
円
、そ
の

中
身
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

そ
の
施
策
、

市
民
の
役
に

立
って
い
る
？ 

産 業 観 光 局  
決 算 報 告

予
算
は
効
果
的
に
配
分
で
き
て
い
る
？

個
人
商
店・フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の

皆
様
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

議
会
に
先
立
ち
、草
の
根
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
左
京
区
を
中

心
に
73
軒
の
個
人
商
店
・
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の
方
に
ア
ン
ケ

ー
ト
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
物
価
高
の
中
、経

営
状
態
は
ど
う
な
っ
て
ら
っ
し
ゃ
る
か
、市
に
対
し
て
ご

要
望
は
あ
る
か
な
ど
、実
際
に
お
聞
き
し
た
声
を
届
け
る

た
め
で
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
か
ら
、物
価
高
騰
、国

民
健
康
保
険
料
、固
定
資
産
税
、家
賃
の
上
昇
に
よ
り
負

担
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
が
見
え
て
き
ま
し
た
。

10
月
20
日
、21
日
の
決
算
特
別
委
員
会
で
市
長
・
副
市
長
ら
に
対
し
私
は
以
下
の
質
問
を
し
ま
し
た
。

私の持ち時間は答弁も含め5分31秒しかな
かったため、大急ぎで質問をしました。この質
問に対する岡田副市長の答弁も含めて動画で
ご覧いただけます。各会派の議員方の質問と
市長の答弁も併せて、ぜひご覧ください。

井
﨑
の
質
問
要
約

（
冒
頭
で
上
記
ア
ン
ケ
ー
ト
の
具
体

的
な
ご
意
見
を
市
長
に
伝
え
ま
し
た
）

京
都
市
統
計
ポ
ー
タ
ル
※1

に
よ
る

と
、
個
人
事
業
所
数
（
2
0
2
1
年
）

は
約
5
0
0
0
軒
、
従
業
員
数
は

1 
5
4
9
2
人
。
一
方
、
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
※2

数
（
2
0
2
3
年
11

月
）
は
約
5
4
0
社
、
従
業
員
数

7
4
3
6
人
と
、
個
人
事
業
所
で
働
く

人
の
数
が
圧
倒
的
に
多
い
に
も
か
か
わ

ら
ず
京
都
市
の
商
工
振
興
対
策
費
の
配

分
は
ど
う
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
？

商
店
街
支
援
は
全
体
予
算
の
ご
く
一

部
（
4
7
9
0
万
円
）
に
と
ど
ま
り
個

人
事
業
主
・
個
人
商
店
支
援
の
予
算
は

ゼ
ロ
で
す
。
一
方
で
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
は
7
4
9
5
万
円
（
多
く
が
委
託
料

で
イ
ベ
ン
ト
開
催
が
メ
イ
ン
）、
企
業

立
地
促
進
決
算
額
は
、
な
ん
と

5
億
5
7
5
1
万
円
！
（
約
2
0
0
件

の
新
規
立
ち
上
げ
企
業
に
家
賃
補
助
）

こ
れ
だ
け
巨
額
の
補
助
を
出
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
事
業
が
継
続
し
て

い
る
か
ど
う
か
の
調
査
は
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
で
す
。
費
用
対
効
果
を
測

る
た
め
に
も
、
今
後
は
ぜ
ひ
後
追
い

が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
は
今
後
の

「
担
税
力
強
化
」
の
た
め
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
令
和
6
年
度
の
10
億
円
の

増
税
は
法
人
税
で
は
な
く
、
都
市
計

画
税
や
固
定
資
産
税
の
増
額
で
し
た
。

こ
れ
は
、
地
価
や
家
賃
の
上
昇
に
つ

な
が
り
、
周
辺
で
暮
ら
し
、
お
商
売

を
さ
れ
て
い
る
市
民
に
と
っ
て
は
直

接
的
な
負
担
増
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

予
算
は
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ・ 

企
業
立
地
に
偏
っ
て
い
な
い
か
？

増
収
で
も
、

市
民
還
元
は

大
幅
後
退
？

交 通 局  
決 算 報 告

令
和
6
年
度
の
交
通
局
決
算
は
、市
バ
ス
で

7
億
円
、地
下
鉄
で
11
億
円
と
、前
年
度
比
で

増
収
で
し
た
。

私
は
今
回
、交
通
局
、上
下
水
道
局
の
公
営
企

業
の
決
算
に
つ
い
て
は
認
定（
つ
ま
り
賛
成
）

し
ま
し
た
。
賛
成
し
つ
つ
も
、特
に
交
通
局
の

決
算
に
つ
い
て
は
問
題
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。

バ
ス
、地
下
鉄
と
も「
平
均
乗
車
単
価
の
改
善
」

と
の
こ
と
で
す
が
、市
民
還
元
と
い
う
視
点
か

ら
見
る
と
ど
う
で
し
ょ
う
か
？

井
﨑
の
質
問
要
約

交
通
局
決
算
で
は
、
市
バ
ス
・
地

下
鉄
と
も
増
収
、
平
均
乗
車
単
価
が

改
善
し
た
と
の
こ
と
で
す
が
、
市
民

還
元
と
い
う
視
点
で
見
る
と
ど
う
で

し
ょ
う
か
？

令
和
6
年
度
の
乗
客
へ
の
ポ
イ

ン
ト
還
元
に
よ
る
割
引
額
は

9
8
0
0
万
円
。
市
バ
ス
1
日
乗

車
券
な
ど
が
あ
っ
た
令
和
4
年
度

の
割
引
額
（
敬
老
乗
車
証
と
は
別
）

が
4
・
6
億
円
だ
っ
た
こ
と
と
比
べ
、

こ
の
減
り
方
は
市
民
還
元
と
し
て

妥
当
で
す
か
？

こ
の
9
8
0
0
万
円
の
割
引
の
た

め
に
、
シ
ス
テ
ム
整
備
費
と
し
て
初

期
費
用
4
億
5
0
0
0
万
円
と
、
毎

年
の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
2
7
0
0
万

円
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
費
用

対
効
果
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
ま
す

か
？そ

も
そ
も
ポ
イ
ン
ト
割
引
は
毎
月

3
0
0
0
円
以
上
の
乗
車
か
ら
適
用

さ
れ
る
た
め
、「
そ
ん
な
に
乗
ら
な

い
が
バ
ス
も
地
下
鉄
も
利
用
す
る
」

と
い
う
市
民
へ
の
割
引
還
元
は
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
。
今
後
検
討
さ
れ
る
市

民
優
先
価
格
で
は
こ
の
あ
た
り
、
解

消
予
定
で
し
ょ
う
か
？

ま
た
、
交
通
系
IC
カ
ー
ド
は
令
和

9
年
度
に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や

Q 

R
コ
ー
ド
で
乗
車
す
る
た
め
の
シ

ス
テ
ム
整
備
も
さ
れ
る
と
の
こ
と
で

す
が
、
こ
れ
ま
で
整
備
さ
れ
た
シ
ス

テ
ム
が
無
駄
に
な
ら
な
い
の
で
し
ょ

う
か
？
「
国
か
ら
の
補
助
が
入
っ
て

い
る
」
と
い
う
け
れ
ど
、
そ
れ
も
市

民
の
納
め
た
大
切
な
税
金
で
す
。「
支

払
い
の
便
利
さ
は
ほ
ど
ほ
ど
で
い
い

か
ら
、
交
通
不
便
地
域
に
バ
ス
を
増

便
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
お
声
も
少

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
日
々
、
更
新
さ

れ
る
技
術
を
ど
こ
ま
で
取
り
入
れ
る

か
？ 

ど
こ
か
で
線
引
き
が
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

自治体のIT 化は本当に「効率化」？
京都市全体では、IT化にかかるコストは
どのくらいなのでしょう？
令和6年度の情報システムに係る決算額
は、京都市全体で135億8000万円でした（国
の標準化移行にかかる国庫補助額11億
4000万円を含む）。
ここ数年のシステム決算額は100億円前
後で推移しており、これとは別に10年単位
で機器の更新費用もかかります。現在、国
主導でシステムの「標準化」も進められて
いますが※、IT化にかかる費用が国や自治
体の予算に及ぼしている影響については、
あまり調査されていないのではないでしょ
うか。
DX（デジタルトランスフォーメーション）
推進の目的は、業務効率化や人手不足の解
消、新たな価値の創造、そして温室効果ガ
スの排出ゼロを目指すカーボンニュートラ
ル宣言を実現させることにもありますが、
一方で「データの環境課題」が問題になっ
ています。
データセンターは電力爆食い、そして世
界中の航空業界全体に匹敵するCO2を排出

しているという見方もあります。ICT機器
に必要なレアアースの生産国は偏りが大き
く、供給リスクや価格高騰も懸念されます。
レアアースの採掘と精製は周辺環境に深刻
な汚染をもたらし、新たな環境問題になっ
ています。また、データセンターでは数年
ごとのハードウェア更新が大きな課題で、
継続的な機器の入れ替えにより大量の電子
廃棄物が出ており、廃棄物には鉛や水銀が
含まれていてこちらも環境汚染が心配され
ます。電子廃棄物は今のところ約10％～
20%しかリサイクルされていないというこ
とですから、ここも大きな課題です。とて
も大事な基本的な議論がないまま進んでい
るのではないでしょうか？IT化を考えると
き、コストと業務の効率化や市民還元の精
査、そして環境負荷のメリットデメリット
の精査をしっかりと行う必要があります。

https://www.soumu.go.jp/
main_content/000971906.pdf 

※
総務省

「自治体情報システムの標準化・共通化」

井﨑の視点

「家賃の支払い負担増や固定資産税増、材料費や光熱費の値上がりで大変。 税の負
担が事業継続を著しく圧迫している。」「使い道が限定される設備投資への補助金で
はなく、事業資金補助金や家賃補助なら助かる。」「コロナ助成金は助かったが、補
助金・助成金については一人で経営している中での手続きが大変。」「インボイス制
度で経理作業が煩雑になった。」「自営業の雇用促進を促す制度を作ってほしい。」
「個人商店がどんどん少なくなっていて残念。個性を持ったお店が続けていけるよう
な政策を希望する。」「多様なお店や事業所の価値をもっと認識してもらえると嬉し
い。」「一人でやっている個人事業主にも情報が入ってくるように工夫してほしい。」

具
体
的
な
ご
意
見（
抜
粋
）

従業員数従業員数 インバウンドインバウンド
の影響は？の影響は？

コロナの助成金コロナの助成金
は申請した？は申請した？

国民保険料の値上げ国民保険料の値上げ
は負担になっている？は負担になっている？

ある
40% した

59.2% 負担である
76.8%

負担でない
2.9%

どちらでもない
20.3%

しない
40.8%ない

60%
1人

（自分のみ）
 60.3%

2～3人
 27.4%

2～3人
 12.3%

https://www2.city.kyoto.
lg.jp/sogo/toukei/

革新的なビジネスモデルを有
し短期間での急成長を目指す
企業

京都市統計ポータル

スタートアップ企業

※1

※2
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な
ぜ
一
般
会
計
決
算
を

「
認
定
し
な
か
っ
た
」か
？

最 終 討 論
最
終
討
論
全
文

私
は
令
和
6
年
度
一
般
会
計
再
入
歳
出
決

算
を
認
定
で
き
な
か
っ
た
理
由
に
つ
い
て
討

論
し
ま
す
。

ま
ず
京
都
駅
橋
上
駅
舎
・
自
由
通
路
整
備

事
業
で
す
が
、
令
和
6
年
度
決
算
額
は

1
億
1
6
1
5
万
円
、
翌
年
度
繰
越
額
が

7
億
2
6
4
0
万
円
、
令
和
13
年
度
ま
で
で

1
0
3
億
3
5
8
0
万
円
の
予
算
が
組
ま
れ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
駅
舎
の
整
備
で
あ
り
、

本
来
は
J 

R
が
負
担
す
べ
き
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
折
し
も
、
J 

R
西
日
本
の
2
0
2
6

年
度
連
結
純
利
益
は
1
1
5
0
億
円
と
過
去

最
高
を
更
新
す
る
見
込
み
の
よ
う
で
す
。
こ

れ
だ
け
利
益
が
上
が
っ
て
い
る
事
業
者
の
整

備
費
を
税
金
で
補
助
す
る
の
は
疑
問
で
す
。

続
い
て
多
文
化
共
生
社
会
の
推
進
に
つ
い

て
で
す
が
、
観
光
に
来
ら
れ
た
り
、
日
本
で

暮
ら
す
こ
と
を
選
択
さ
れ
る
外
国
の
方
が
増

え
る
中
、
観
光
政
策
、
住
宅
政
策
、
社
会
保

障
政
策
、
教
育
環
境
な
ど
、
受
け
入
れ
側
が

早
急
に
整
備
す
べ
き
問
題
は
多
々
あ
り
ま
す

が
、
昨
今
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
デ
マ
を

含
む
外
国
の
方
へ
の
差
別
・
ヘ
イ
ト
投
稿
は

見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ネ
ッ
ト
上

の
差
別
投
稿
の
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て
、
市
独

自
で
予
算
化
は
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
京
都
府

で
は
数
百
万
円
の
予
算
規
模
で
、
ネ
ッ
ト
上

の
人
権
侵
害
の
実
態
把
握
の
た
め
、
府
立
大

学
と
連
携
し
て
月
1
回
程
度
チ
ェ
ッ
ク
を
さ

れ
、
表
現
の
自
由
と
照
ら
し
合
わ
せ
た
上
、

問
題
あ
り
と
判
断
し
た
投
稿
に
つ
い
て
は
、

京
都
地
方
法
務
局
等
へ
削
除
要
請
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
数
年
は
、
年
間
40
件
程
度
と
の

こ
と
で
す
。
現
状
を
鑑
み
ま
す
と
こ
の
チ
ェ

ッ
ク
機
能
だ
け
で
は
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

京
都
市
に
は
全
国
的
に
も
貴
重
な
人
権
問
題

に
特
化
し
た
研
究
機
関
で
あ
る
世
界
人
権
問

題
研
究
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
そ
の

知
見
を
活
か
し
、
京
都
市
独
自
の
チ
ェ
ッ
ク

機
能
を
予
算
化
す
る
か
、
も
し
く
は
実
効
力

の
あ
る
条
例
制
定
を
求
め
ま
す
。

続
い
て
商
工
振
興
対
策
決
算
に
つ
い
て
で

す
が
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
エ
コ
シ
ス
テ
ム
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
企
業
立
地
促
進
予
算
に

つ
い
て
は
合
わ
せ
て
6
億
円
以
上
の
決
算
額

と
な
っ
て
お
り
、
約
2
0
0
件
の
新
規
立
ち

上
げ
企
業
へ
の
家
賃
補
助
な
ど
も
含
ま
れ
ま

す
。
け
れ
ど
立
ち
上
げ
後
の
企
業
の
継
続
状

況
な
ど
の
後
追
い
が
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

効
果
の
程
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。
一
方
で
長
年

市
民
生
活
に
密
着
し
て
き
た
商
店
街
へ
の
支

援
事
業
の
決
算
額
は
4
7
9
0
万
円
、
個
人

商
店
へ
の
支
援
策
も
融
資
預
託
金
制
度
が
あ

る
と
は
い
え
、
予
算
配
分
に
偏
り
が
あ
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
個
人
事
業
主
の
多

く
が
加
入
さ
れ
て
い
る
国
民
健
康
保
険
滞
納

数
は
令
和
6
年
度
末
で
2
3
8
1
4
世
帯
で

し
た
。
令
和
7
年
度
に
は
値
上
げ
を
し
て
お

り
動
向
が
心
配
さ
れ
ま
す
。
現
在
、
都
市
計

画
に
お
い
て
も
市
内
各
地
、
特
に
京
都
駅
東

南
部
エ
リ
ア
で
の
再
開
発
、
高
さ
規
制
緩
和

な
ど
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
活
性
化
と
い

う
と
き
に
そ
の
地
域
で
長
年
暮
ら
し
、
お
商

売
を
営
ん
で
こ
ら
れ
た
方
へ
の
影
響
は
十
分

に
配
慮
さ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
、
ジ
ェ
ン

ト
リ
フ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
い
う
言
葉
も
取
り

沙
汰
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
地
価
が
上
が
り
家

賃
が
上
が
り
続
け
て
は
地
域
の
暮
ら
し
が
破

壊
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
新
た
な
雇
用
創
出
、

担
税
力
の
強
化
の
た
め
の
施
策
と
同
時
に
、

人
口
減
少
対
策
と
し
て
も
家
賃
値
上
が
り
規

制
や
国
民
健
康
保
険
へ
の
補
助
、
低
廉
な
公

営
住
宅
の
整
備
な
ど
が
必
要
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
産
業
創
出
と
市
民
生
活
を
支
え
て

い
く
バ
ラ
ン
ス
の
再
考
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
後
に
公
営
企
業
決
算
に
つ
い
て
は
認
定

の
立
場
で
す
が
、
交
通
局
に
お
け
る
市
民
還

元
の
決
算
額
に
つ
い
て
、
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ

ス
に
移
行
し
た
こ
と
も
あ
り
令
和
6
年
度
は

9
8
0
0
万
円
で
し
た
。
一
日
乗
車
券
な
ど

を
な
く
す
以
前
の
4
億
6
0
0
0
万
円
か
ら

大
幅
に
減
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ポ
イ
ン
ト
サ

ー
ビ
ス
の
た
め
の
シ
ス
テ
ム
整
備
に

4
億
5
0
0
0
万
円
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

は
毎
年
2
7
0
0
万
円
か
か
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
市
民
優
先
価
格
の
実
現
の
際
に
は
こ

の
ポ
イ
ン
ト
サ
ー
ビ
ス
は
継
続
さ
れ
る
の
で

し
ょ
う
か
？ 

ク
レ
ジ
ッ
ト
や
Q 

R
コ
ー
ド

乗
車
の
実
現
の
た
め
に
も
さ
ら
に
シ
ス
テ
ム

整
備
が
必
要
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の

整
備
が
無
駄
に
な
ら
な
い
よ
う
要
望
し
ま
す
。

こ
れ
に
伴
っ
て
調
べ
ま
し
た
と
こ
ろ
、
京
都

市
全
体
で
、
令
和
6
年
度
情
報
シ
ス
テ
ム
に

係
る
決
算
額
は
1
3
5
億
8
0
0
0
万
円
で
、

こ
の
う
ち
国
の
標
準
化
移
行
に
か
か
る
国
庫

補
助
額
は
11
億
4
0
0
0
万
円
と
の
こ
と
で

す
。
こ
こ
数
年
の
シ
ス
テ
ム
の
決
算
額
は

1
0
0
億
円
前
後
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

だ
け
の
費
用
が
か
か
っ
て
い
る
こ
と
を
市
民

に
周
知
を
し
、
業
務
の
効
率
化
や
市
民
生
活

へ
の
還
元
に
つ
い
て
、
そ
し
て
環
境
負
荷
の

面
で
も
メ
リ
ッ
ト
デ
メ
リ
ッ
ト
の
精
査
を
し

っ
か
り
と
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

以
上
、
要
望
も
交
え
、
私
の

討
論
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
長
総
括
質
疑
を
経
て
、私
は
令
和
6
年
度
の
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
を
認
定
し
な
い（
反
対
）と
し
た
理
由
を
最

終
本
会
議
で
左
記
の
通
り
討
論
し
ま
し
た
。

そ
の
他
、こ
の
間
に
取
り
組
ん
だ
テ
ー
マ

や
活
動
に
つ
い
て
レ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

TOPIC  1　

TOPIC 2　タンデム自転車の活用
障害者スポーツセンターで使われないまま保管されていた約30台の二

人乗りタンデム自転車について、なんとか整備して視覚障害のある方のサ
イクリングに活用できないかと市民の皆さんが動かれ、SNSなどで呼びか
けてくださり、 たくさんの市民の皆さんのご協力と複数の自転車屋さんの
ネットワークで、なんとほとんどすべてを廃棄前に引き取っていただきました。
古くはなっていますが、部品だけでもほぼ再利用できるとのこと。連携して
動いてくださった市民の皆さんと、柔軟に対応してくださった障害者スポ
ーツセンターさん、また視覚障害の方のサイクリングやハイキングに参加
させていただき、受け入れてくださったことに 感謝いたします。これに伴う
行動支援に対する予算も要望していきたいと思っています。

TOPIC 4　請願者本人による趣旨説明の実現
9月24日、京都市会で私を含め複数の議員が紹介議員となり、市内の高

校生の方が「北陸新幹線の延伸に反対する決議を求める請願書」を提出
され、10月23日の総務消防委員会の審議で直接ご本人の趣旨説明が認め
られました。請願者（市民）自身による趣旨説明は京都市会ではなんと40
年以上ぶりとのこと。 未成年の方の主権者教育の観点からという理由です。

請願は本来提出した市民自らが委員会において趣旨説明できるものな
のですが、京都市では長年それを委員会の場で担当議員方が「紹介議員
に説明してもらったらいい」という理由で認めないできたのです。大切な
市民の権利ですから、今後は請願者ご本人による趣旨説明を実施すべき
ではないでしょうか。

TOPIC 5　鹿問題について
11月、「宝ヶ池・深泥池区域に生息する鹿の個体数ゼロを目指した殺処分

の取り組み」という新聞記事が出たことについて、複数の市民の方からお問
い合わせをいただきました。市の産業観光局農林振興室では令和6年実績で、
6月に710万円の補正予算を組んで秋に37頭を捕獲したということでした。

宝ヶ池・深泥池区域には現在80頭近いシカが生息しているということで、
これはこの10〜15年の間に急増したものだそうです。それに伴って市民の
方からの苦情も急増する中、7年前に道路に出てきた鹿とバイクがぶつかり、
運転されていた方が亡くなるという痛ましい事故が発生し、毎年冬の時期
に30〜35頭ほどの鹿の捕獲・殺処分を行っているということです。長期目
標としては個体数ゼロを目指しているのではなく、鹿との棲み分けを図って
いるため、柵の設置などによる対策はすでに実施しているとのことでした。
鹿による森林被害は深刻であり、熊の問題とも関係しているという見方も
あります。市民への情報公開が不足していることを確認しましたので、今後、
計画と予算の審議を通じて市民への情報公開を求めていきます。

TOPIC 3　Arts Aid KYOTOの市民還元について
12月市会で、文化市民局から「Arts Aid KYOTOによる文化振興」とし

て補正予算3500万円が議決されました。これは2021年に創設されたふる
さと納税を活用した寄附制度で、寄付の70%をアーティスト等へ補助し、
30%を市が文化振興に活用する仕組みで、個人が直接、応援したい事業
を選んで寄付をする「事業認定型」と、一般公募から選ばれたものに対し
て市からの補助が出る「通常支援型」の2つのパターンがあります。事業認
定型には広く寄付を募るものと、事業者が特定の企業から寄付を得るもの
があります。

今回の補正予算は、アパホテルさんから5億円もの大口寄付があった
「NAKED GARDEN ONE KYOTO」事業への対応でした。この制度は企

業版ふるさと納税を活用するため、アパホテルさんは京都市外に納められ
る税額の9割が免除になります。今回のご寄付額5億円のうち、7割にあた
る3億5000万円はNAKEDさんへ、残りの1億5000万円は京都市の文化
芸術振興事業に充てられることになります。

Arts Aid KYOTOは文化芸術振興を目指す市の職員さんたちが考えら
れた仕組みで、その思いや熱意がお話を伺うたびに感じられる一方で、京
都市を拠点に作品制作をされている作家の皆さまからは「美術館使用料
が高い」「制作場所がない」「作品買い上げ予算がない」といったお声が寄
せられています。ちなみに、通常支援型（広く市民に開かれた補助）につい
ては、令和7年度は192件の応募に対し採択されたのは38件、補助金交付
額はわずか1117万円に留まっています。

先日、二条城で開催された「NAKED meets 二条城 2025 観月」を視察
しました。このイベントでは、入場料2400円（京都市民には500円キャッシ
ュバック）、本丸エリア入場にはさらに1300円が設定されています。これら
の収益は事業者のNAKEDさんに入り、市の所有である二条城には賃借
料が入ります。つまり市の文化施設を使った収益事業です。今後さらに市
民に親しまれ愛される事業に育つようご尽力いただきたいですね。

そしていただいた大口のご寄付が市民に還元されるよう来年度予算の
動向を見ていく必要があります。

内
閣
の
物
価
高
対
策
支
援
予
算
を
受
け
、
京
都
市
で
は

一
刻
も
早
く
市
民
へ
の
還
元
を
と
、
12
月
24
日
か
ら
26
日

ま
で
特
別
市
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

物
価
高
対
応
子
育
て
応
援
手
当
に
つ
い
て
は
市
独
自
で

5
0
0
0
円
割
り
増
し
て
、
児
童
手
当
支
給
対
象
児
童
一

人
あ
た
り
2
5
0
0
0
円
支
給
、
そ
し
て
市
民
税
非
課
税

世
帯
に
は
一
律
5
0
0
0
円
の
給
付
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

も
う
ひ
と
つ
、
市
民
生
活
応
援
給
付
に
つ
い
て
、
京
都

市
は
市
民
お
一
人
あ
た
り
5
0
0
0
円
の
地
域
の
お
店
で

使
え
る
ポ
イ
ン
ト
を
給
付
す
る
と
い
う
こ
と
で
可
決
し
た

の
で
す
が
、
給
付
対
象
者
は
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

活
用
し
た
本
人
確
認
を
想
定
」
と
さ
れ
ま
し
た
。

京
都
市
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
率
は
政
令
市
で

一
番
低
い
74 

・ 
9
%
で
す
。
お
よ
そ
34
万
人
の
方
が
カ
ー

ド
を
取
得
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。「
カ
ー
ド
を
取
得
し
て
い
な

い
方
へ
の
給
付
は
ど
う
す
る
の
で
す
か
？
」
の
質
問
に
対

し 

、
市
側
は
「
給
付
を
受
け
て
い
た
だ
け
な
い
こ
と
に
な
る
」

「
こ
の
機
会
に
カ
ー
ド
を
取
得
い
た
だ
く
こ
と
を
勧
め
た
い
」

と
の
こ
と
で
す
が
、
こ
れ
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得

促
進
予
算
で
は
な
く
、
物
価
高
に
対
す
る
家
計
応
援
予
算

で
す
か
ら
、
そ
れ
は
お
か
し
い
。
内
閣
官
房
の
H 

P
に
も

「
国
民
の
皆
様
に
迅
速
に
物
価
高
対
策
を
お
届
け
す
る
こ
と

を
第
一
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
物
価
高
対
策
予
算
を

34
万
人
も
の
市
民
が
受
け
ら
れ
な
い
よ
う
な
議
案
に
私
は

反
対
を
し
ま
し
た
が
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
夏

頃
に
な
る
と
い
う
給
付
実
施
ま
で
に
考
え
直
し
を
求
め
て

い
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
な
い
と

支
援
金
が
給
付
さ
れ
な
い
？！
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人
権
尊
重
を
核
と
し
た

自
治
体
運
営
を

今
年
度
、草
の
根
プ
ロ
ジェ
ク
ト
で
は

京
都
市
に
対
し
て
初
め
て

予
算
要
望
を
提
出
し
ま
し
た
。

各
局
へ
の
具
体
的
要
望

環
境
政
策
局

▼ �

多
く
の
市
民
が
飲
料
と
し
て
使
用
し
て
い
る

だ
け
で
な
く
、
豆
腐
屋
、
料
亭
、
銭
湯
、
旅

館
等
、
商
業
利
用
も
さ
れ
て
い
る
市
内
の
井

戸
水
に
つ
い
て
、
定
期
的
な
P
F
A
S
調

査
を
求
め
る
。

▼ �

化
学
物
質
過
敏
症
周
知
の
た
め
、
公
共
施
設

や
駅
だ
け
で
な
く
、
市
バ
ス
や
地
下
鉄
車
内

掲
示
用
に
規
格
サ
イ
ズ
の
京
都
市
独
自
の
啓

発
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
を
求
め
る
。

▼ �

資
源
物
店
頭
回
収
促
進
支
援
事
業
予
算
に
つ

い
て
、
市
内
の
店
頭
回
収
な
ど
、
民
間
で
の

リ
サ
イ
ク
ル
の
実
績
を
把
握
す
る
こ
と
を
求

め
る
。

文
化
市
民
局

▼ �

京
都
市
在
住
の
芸
術
家
の
方
が
作
品
を
制
作

す
る
た
め
の
場
所
が
不
足
し
て
い
る
。
市
内

で
制
作
す
る
美
術
家
が
使
い
や
す
い
芸
術
セ

ン
タ
ー
以
外
の
制
作
場
所
を
求
め
る
。

▼ �

市
民
が
利
用
す
る
際
、
京
都
市
美
術
館
の
賃

借
料
の
値
下
げ
を
求
め
る
。

▼ �

市
内
で
活
動
す
る
美
術
家
に
と
っ
て
の
モ
チ

ベ
ー
シ
ョ
ン
に
も
な
り
直
接
支
援
に
も
な
る

作
品
買
い
上
げ
予
算
を
求
め
る
。

▼ �

ウ
ィ
ン
グ
ス
京
都
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス

閉
鎖
に
伴
い
、
市
民
が
安
価
で
利
用
で
き
る

ギ
ャ
ラ
リ
ー
の
新
設
を
求
め
る
。

▼ �

市
民
に
よ
る
文
化
活
動
の
一
層
の
充
実
の
た

め
、
文
化
市
民
局
所
管
の
文
化
施
設
の
使
用

料
の
値
下
げ
を
求
め
る
。

▼ ��

禁
煙
・
ポ
イ
捨
て
禁
止
の
さ
ら
な
る
啓
発
の

た
め
、
強
化
地
域
の
拡
大
を
求
め
る
。

▼ �

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
差
別
投
稿
に
つ
い
て
、

市
独
自
で
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
構
築
を
求
め
る
。

▼ ��

公
共
施
設
で
使
用
し
古
く
な
っ
た
人
工
芝
は

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
削
減
の
観
点
か
ら

適
切
に
廃
棄
物
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
。

産
業
観
光
局

▼ ��

京
都
の
ま
ち
の
魅
力
を
高
め
て
い
る
個
人
商

店
を
含
む
自
営
業
者
、
商
店
街
へ
の
支
援
施

策
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
。

保
健
福
祉
局

▼ ��

国
民
健
康
保
険
料
滞
納
数
が
令
和
6
年
度
末

で
2
3
0
0
0
世
帯
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
早
急
に
保
険
料
値
下
げ
を
求
め
る
。

▼ �

介
護
職
員
の
処
遇
改
善
を
求
め
る
。

▼ �

日
本
に
長
く
在
住
さ
れ
て
い
る
外
国
ル
ー
ツ

の
方
の
た
め
の
介
護
の
実
態
を
把
握
し
、
安

心
し
て
老
後
を
送
れ
る
よ
う
施
策
を
求
め
る
。

▼ �

視
覚
障
害
を
持
つ
方
が
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ジ
ャ

ー
を
楽
し
め
る
行
動
支
援
の
拡
大
を
求
め
る
。

▼ �

障
害
を
持
つ
お
子
さ
ん
の
宿
泊
を
伴
う
一
時

預
か
り
施
設
を
市
内
に
作
る
こ
と
を
求
め
る
。

▼ ��

障
害
を
持
つ
児
童
生
徒
の
下
校
時
、
学
童
ま

で
の
同
行
支
援
の
拡
充
を
求
め
る
。

▼ ��

動
物
愛
護
の
観
点
か
ら
各
区
に
災
害
時
の
ペ

ッ
ト
同
室
避
難
が
可
能
な
避
難
所
の
設
置
を

求
め
る
。

子
ど
も
若
者
は
ぐ
く
み
局

▼ �

私
立
保
育
園
の
補
助
金
の
充
実
、
及
び
各
種

申
請
手
続
き
の
簡
略
化
と
サ
ポ
ー
ト
を
求
め

る
。

▼ ��

自
立
支
援
ホ
ー
ム
へ
の
補
助
金
の
拡
充
を
求

め
る
。

▼ �

妊
娠
時
か
ら
出
産
・
子
育
て
ま
で
切
れ
目
な

く
支
援
す
る
た
め
、
公
費
助
成
の
拡
充
を
求

め
る
。

都
市
計
画
局

▼ �

改
良
住
宅
や
老
朽
化
し
た
市
営
住
宅
整
備
に

伴
い
、
廃
止
や
転
用
で
は
な
く
、
低
廉
な
市

営
住
宅
の
拡
充
を
求
め
る
。

建
設
局

▼ �

自
転
車
撤
去
の
実
施
に
つ
い
て
、
お
子
さ
ん
、

障
が
い
の
あ
る
方
、
高
齢
の
方
の
自
転
車
に

つ
い
て
は
撤
去
除
外
と
す
る
な
ど
、
柔
軟
な

運
営
構
築
を
求
め
る
。

▼ �

強
化
区
域
以
外
の
各
区
に
お
い
て
自
転
車
置

き
場
の
充
実
を
求
め
る
。
自
転
車
置
き
場
が

整
備
さ
れ
て
い
な
い
地
域
で
の
自
転
車
撤
去

に
つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
歩
行
の
妨
げ
に
な

っ
て
い
な
い
場
合
は
除
外
す
る
な
ど
柔
軟
な

運
営
構
築
を
求
め
る
。

▼ �

自
転
車
専
用
レ
ー
ン
の
整
備
充
実
を
求
め
る
。

▼ �

ボ
ー
ル
遊
び
が
で
き
る
公
園
、
市
内
で
気
軽

に
通
え
る
公
営
プ
ー
ル
、
雨
の
日
で
も
親
子

で
遊
べ
る
場
所
な
ど
子
育
て
世
代
か
ら
多
く

の
声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
声
に

応
え
る
公
園
整
備
、
施
設
整
備
を
求
め
る
。

上
下
水
道
局

▼ �

老
朽
化
が
進
行
す
る
排
管
更
新
を
計
画
的
に

進
め
る
こ
と
を
求
め
る
。

交
通
局

▼ �

市
内
の
ど
こ
で
生
活
し
て
い
て
も
平
等
な
市

民
優
先
価
格
の
早
期
実
現
を
求
め
る
。

教
育
委
員
会

▼ �

外
国
ル
ー
ツ
の
お
子
さ
ん
の
言
語
サ
ポ
ー
ト

及
び
学
習
支
援
の
充
実
、
受
入
環
境
の
拡
充

を
求
め
る
。

▼ ��

外
国
ル
ー
ツ
の
方
の
進
路
相
談
を
担
う
教
員

へ
の
入
管
法
な
ど
の
教
育
の
充
実
を
求
め
る
。

▼ ��

化
学
物
質
過
敏
症
対
策
の
た
め
、
日
中
の
市

営
施
設
や
小
中
学
校
で
の
T
V
O
C
（
総
揮

発
性
有
機
化
合
物
）
の
調
査
の
実
施
な
ら
び

に
小
・
中
学
校
で
の
香
害
及
び
化
学
物
質
過

敏
症
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
実
施
を

求
め
る
。

▼ �

化
学
物
質
過
敏
症
対
策
の
た
め
、
公
共
施
設

の
職
員
や
教
員
に
つ
い
て
香
料
を
含
ん
だ
洗

剤
や
柔
軟
剤
の
使
用
リ
ス
ク
の
啓
発
教
育
の

実
施
を
求
め
る
。

▼ ��

学
校
ご
と
に
異
な
る
人
権
教
育
に
つ
い
て
、

検
証
と
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
の
た
め
の
仕
組

み
の
構
築
を
求
め
る
。

▼ �

体
育
館
や
教
室
の
エ
ア
コ
ン
更
新
を
迅
速
に

進
め
る
こ
と
を
求
め
る
。
次
期
更
新
時
ま
で

に
Z
E
H
建
築
な
ど
の
技
術
研
究
を
進
め
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
快
適
な
学
校
建
物
を
目
指

す
こ
と
を
求
め
る
。

▼ �

学
校
に
お
い
て
、
い
じ
め
が
発
生
し
た
際
は
、

事
案
の
調
査
と
同
時
に
速
や
か
に
被
害
児

童
・
生
徒
や
保
護
者
に
寄
り
添
う
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
派
遣
を
求
め
る
。

行
財
政
局

▼ �

公
営
企
業
へ
の
十
分
な
公
費
投
入
を
求
め
る
。

総
合
企
画
局

▼ ��

京
都
市
全
体
の
シ
ス
テ
ム
整
備
・
更
新
の
際

は
、
な
る
べ
く
無
駄
の
出
な
い
よ
う
計
画
、

検
証
を
求
め
る
。

こ
の
予
算
要
望
は
す
べ
て
市
民
の
皆
様
か
ら

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
お
声
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

追
っ
て
、市
か
ら
返
答
が
あ
り
ま
す
の
で
、

届
き
次
第
、次
号
以
降
で
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。
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今
回
ま
と
め
た
こ
の
予
算
要
望
は
、

具
体
的
に
市
民
の
方
か
ら
い
た
だ
い

た
ご
要
望
・
ご
相
談
か
ら
作
成
し
ま

し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
多
様
な
声

を
一
つ
一
つ
解
決
し
て
い
く
こ
と
に

よ
り
、
国
際
観
光
都
市
と
し
て
、
京

都
に
暮
ら
す
す
べ
て
の
人
、
京
都
を

訪
れ
る
す
べ
て
の
人
が
安
心
し
て
過

ご
せ
る
町
と
な
る
と
考
え
ま
す
。
ご

要
望
の
根
に
あ
る
の
は
お
一
人
お
一

人
の
人
権
で
す
。
人
権
尊
重
を
核
と

し
た
自
治
体
運
営
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

気
候
危
機
、
環
境
汚
染
、
人
口
減
。

世
界
規
模
で
社
会
の
シ
フ
ト
チ
ェ
ン

ジ
を
必
要
と
す
る
時
代
の
中
で
の
自

治
体
運
営
は
、
政
策
の
一
つ
一
つ
が

相
反
し
か
ね
な
い
大
変
困
難
な
状
況

で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
経
済
最
優
先

の
時
代
か
ら
、
市
民
の
幸
福
度
を
測

る
た
め
の
新
た
な
価
値
が
模
索
さ
れ

て
い
る
中
、
自
治
体
施
策
に
お
い
て
も
、

雇
用
創
出
、
担
税
力
の
強
化
の
た
め

の
施
策
と
と
も
に
、

人
口
減
少
対
策
と
し

て
も
家
賃
値
上
が
り

規
制
や
国
民
健
康
保

険
へ
の
補
助
、
低
廉
な
公
営
住
宅
の

整
備
な
ど
が
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
子
育
て
や
教
育
、
医
療
や
福

祉
、
公
共
交
通
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

維
持
な
ど
、
公
共
が
支
え
る
べ
き
と

こ
ろ
に
し
っ
か
り
と
公
費
を
投
入
で

き
る
よ
う
、
国
に
対
し
て
は
税
制
に

よ
る
所
得
の
再
分
配
機
能
の
強
化
を

強
く
求
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
国
家

が
政
策
を
主
導
し
強
権
を
発
動
す
る

こ
と
で
、
市
民
が
犠
牲
に
な
る
事
例

は
歴
史
的
に
日
本
も
経
験
済
み
で
す

が
、
今
現
在
も
戦
争
や
飢
餓
の
惨
禍

は
世
界
中
で
続
い
て
い
ま
す
。
住
民

自
治
、
地
方
自
治
の
精
神
は
そ
の
反

省
か
ら
育
ま
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

よ
り
一
層
、
今
こ
の
町
に
暮
ら
す

多
様
な
市
民
の
声
を
活
か
し
、
日
々

の
暮
ら
し
を
支
え
る
視
点
を
求
め
ま
す
。

令
和
8
年
度
予
算
編
成
に
対
す
る
要
望

令
和
7
年
　

11
月
6
日

京
都
市
長

松
井
孝
治  

様

市
会
議
員

井
﨑
敦
子

草
の
根
プ
ロ
ジェ
ク
ト



・ �「非戦を願って立っている作品たち from 2013 」展｜12月1日〜6日

2013年12月6日、国会で特定秘密保護法が成立したその夕刻、 
ご自身の絵を持って、おひとり街角に立たれた画家がいました。

小西 煕（ひろし）さんです。
マイクを握るでもなく、静かにご自身の作品を手に街角に立たれた小西先生の
ご遺志を継ぎ、もう10年以上、毎月9日にご自身の作品を手に静かに四条河原
町の街角に立ち続けてらっしゃる作家の皆さんがいらっしゃいます。

「9の日スタンディング」です。
戦後80年、今も戦禍やまぬ世界で、覇権主義、排外主義が大きな顔をし始めた
かに見えますが、一方でたくさんの人が平和と民主主義を守ろうと街に出て声
をあげています。
平和への願いとともに静かに10年、作家の皆さんが街角で掲げてこられた作品
群とじっくり向き合うべく、この展覧会を企画させていただき、12月「非戦を
願って立っている作品たちfrom 2013 展」を開催しました。 
会場には「圓光寺オマールさんの会」の早川先生も足を運んでくださいました。
戦争中、「南方特別留学生」として日本
に連れて来られ、広島で被爆された
方々のお一人で、修学院・圓光寺さん
に墓所のあるサイド・オマールさんの
ことを調査し語り継ぐ活動をされてい
ます。
今回、展覧会に絵を出品されている井
上さんのご家族とオマールさんたちの
繋がりがわかり、井上さんと早川先生
の語らいの中で当時のことが詳らかに
なっていく、その語り合いを間近で聞
かせていただきました。
巨大な暴力の中で、目の前の一人の人
を助けようと力を尽くした人たちの歴
史でもありました。
国の歴史に対峙する、個人の歴史。
展覧会に足を運んでくださった皆様、
実現してくださった作家の皆様に感謝
いたします。

発行 ：�  井﨑敦子事務所　左京区一乗寺中ノ田町 26-2 （辻公園向かい側）

ご意見・ご相談など
お気軽にメールやFAXで
お問い合わせください

facebook : 井﨑敦子と草の根プロジェクト
instagram : ＠atsuko_izaki

京都市会議員 井﨑敦子公式サイト
https://izaki-atsuko.net 

市民の声を
 届けます！毎週月曜日と火曜日は13時から18時まで事務局スタッフが

左京事務所におりますのでお気軽にご相談にいらしてください。
※不在の場合がございますのであらかじめお電話いただくと確実です。

075-204-6369info@izaki-atsuko.net

お問い合わせ

「井﨑敦子と草の根プロジェクト」では、
一緒に活動・応援していただける方を募集しております。

会員特典

・ �メルマガ「井﨑敦子と草の根プロジェクトからのお知らせ」で活
動内容をお届けいたします。

・ �井﨑敦子と草の根プロジェクト事務所（一乗寺）のフリースペー
スを1回1,000円、収益が出る人は売り上げの10％でお使いい
ただけます。日程・使用目的など、まずはご相談ください。

サポーター会員募集中！

新規入会のお申し込みは、お名前（フリガナ）、住所（郵便番号）、電話番号、メールアドレスを明記して、info@izaki-atsuko.netにお送りください。1口1,000円（1年更新）

SNSでも情報発信中！ 
ぜひフォローしてください

この間の主な活動

草の根プロジェクトでは定期的に議会報告会
やタウンミーティングを開催しています。

HP や SNS をご覧いただきご興味ある
会にはお気軽にご参加ください。
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・ �草の根食堂＋お話し会｜11月24日

11月の草の根食堂は、滋賀県草津市のアースキッチンたまやさん
の季節の野菜と雑穀のワンプレートランチでした。おやつにはう

ららさんが和菓子を用意してくださり、お抹茶を立ててくださいました。
14時からは「私たちの食べ物をどうする？」というテーマで意見交換をしました。
対話のきっかけとして、明治国際医療大学の山本奈美さんにアグロエコロジー
や小さな農業などについてお話ししていただきました。気候変動や耕作放棄地
などの問題が山積みの中、私たちはどういったものを食べていきたいのか、そ
れを可能にするにはどうしたらいいのか、私たちは何ができるのか？継続して
対話の場を作っていきます。

REPORT




